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八潮市役所　☎048-996-2111 腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

案
内
案
内

八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴

　
令
和
元
年
第
３
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
９
月
２０
日
ま
で
開
会
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
日
＝
９
月
１７
日
㈫
～
１９
日
㈭

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と
。

払
４２
人
（
当
日
先
着
順
）

物
議
事
調
査
課
☎
焚
２
７
７

会
議
の
開
催

●
第
１
回
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
傍
聴

腹
９
月
１２
日
㈭　
午
後
３
時
～

複
八
潮
メ
セ
ナ
特
別
会
議
室
Ｂ

淵
平
成
３０
年
度
八
潮
市
男
女
共
同
参
画
の

推
進
状
況
報
告
な
ど

払
３
人
（
当
日
先
着
順
）

物
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
☎
焚
８
１
１

●
第
１
回
八
潮
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
推
進
委
員
会
の
傍
聴

腹
９
月
２６
日
㈭　
午
後
３
時
～
４
時
３０
分

複
市
役
所
第
２
会
議
室

淵
令
和
元
年
度
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
取
り
組
み
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
課
題
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
課
☎
焚

４
７
０

●
第
１
回
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進

審
議
会
の
傍
聴

腹
１０
月
３
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

淵
第
７
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
平
成
３０
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
７

牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

よ
る
拠
点
回
収
の
廃
止

　
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
を
行
っ
て
い
た
市

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
事
業
が
終
了
し

た
こ
と
に
よ
り
、
各
公
共
施
設
に
お
け
る

ボ
ッ
ク
ス
の
拠
点
回
収
は
、
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
資
源
ご
み
（
紙
・
布
）
の
回

収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

物
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
☎
焚
２
８
５

臨
時
休
館

●
資
料
館

　

収
蔵
資
料
を
殺
虫
・
殺
菌
す
る
燻く

ん

蒸じ
ょ
う

作
業
を
行
う
た
め
休
館
し
ま
す
。

腹
９
月
２４
日
㈫
～
２７
日
㈮

物
資
料
館
☎
９９７
・
６
６
６
６

●
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ

　
空
調
設
備
工
事
に
伴
い
、
工
事
期
間
中
、

平
日
の
施
設
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
施
設
利

用
は
で
き
ま
す
が
、
空
調
設
備
お
よ
び
駐

車
場
の
一
部
な
ど
は
使
え
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、
土

・
日
曜
日
、
祝
日
で
も
施
設
が
利
用
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

腹
１０
月
７
日
㈪
～
令
和
２
年
３
月
３１
日
㈫

（
予
定
）

物
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９９６
・
５
１
２
６

し
て
く
だ
さ
い
。

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
７

空
家
等
の
実
態
調
査

　

市
で
は
、「
八
潮
市
ま
ち
の
景
観
と
空

家
等
対
策
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
内
の
空

家
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
「
空
家
等

実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
１１
月
３０
日
ご
ろ
ま
で
、
調
査
員
が
空
家

等
と
思
わ
れ
る
建
築
物
に
つ
い
て
、
外
観

目
視
に
て
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
状

況
に
つ
い
て
近
隣
住
民
の
方
に
お
話
を
伺

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
調
査
員
は
、
市
が
発
行
し
た
身
分
証
お

よ
び
腕
章
を
着
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

物
都
市
計
画
課
☎
焚
３
４
６

９
月
１０
日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー

―
９
月
１０
日
～
１６
日
は
自
殺
予
防

週
間
―

　
自
殺
は
個
人
の
自
由
な
意
思
や
選
択
の

結
果
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
、
心

理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
す
。
自

殺
は
、
制
度
の
見
直
し
や
相
談
・
支
援
体

●
八
幡
図
書
館
、
八
條
図
書
館
、
駅
前
出

張
所
図
書
窓
口

　
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
作
業
の
た
め
、

休
館
し
ま
す
。

腹
９
月
３０
日
㈪
～
１０
月
７
日
㈪

※
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
利
用
可
能
で
す
。

物
八
幡
図
書
館
☎
９９５
・
６
２
１
５
、
八
條

図
書
館
☎
９９４
・
５
５
０
０
、
駅
前
出
張
所

図
書
窓
口
☎
９３０
・
７
５
０
１

保
険
証
の
更
新

　
現
在
使
用
し
て
い
る
八
潮
市
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
有
効
期

限
は
、
９
月
３０
日
ま
で
で
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
一
部
の
方
を
除
き

９
月
下
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
に
て
郵
送
し

ま
す
の
で
、
郵
便
受
け
や
玄
関
に
表
札
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
は
住
民
登
録
の
住
所
に
お
送
り

し
ま
す
。
住
民
登
録
地
以
外
の
居
所
へ
は

保
険
証
が
郵
送
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
転
居
な
ど
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
な
ど
を
必
ず
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限
が
切
れ
た
保

険
証
は
、
市
役
所
へ
返
却
ま
た
は
処
分
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
災
害
・
失
業
な
ど
に
よ
り
生
活

が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
窓
口

で
の
医
療
費
一
部
負
担
金
の
免
除
や
国
保

税
の
減
免
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

物
国
保
年
金
課
☎
焚
８
２
８

公
共
交
通
に
関
す
る
地
域

会
議
の
開
催

　
地
域
に
即
し
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通

制
の
整
備
な
ど
社
会
的
な
取
り
組
み
と
う

つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
へ
の
適
切
な
治
療

に
よ
り
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
近

な
人
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
、
ま
ず
は
耳

を
傾
け
ね
ぎ
ら
い
、
支
援
先
に
つ
な
げ
、

温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
精
神
科
医
に
よ
る
こ

こ
ろ
の
相
談
（
月
１
回
）
ま
た
は
、
次
の

相
談
機
関
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
・
０６４
・
５５６

●
支
援
情
報
検
索
サ
イ
トhttp://shien�

joho.go.jp

●
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
２４
時
間
対

応
）　
錆
０
１
２
０
・
２７９
・
３３８

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

入
学
準
備
金
貸
し
付
け

（
無
利
子
）

覆
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
▼
市
内
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
引
き
続
き
１
年
以
上
在

住
し
て
い
る
方
▼
高
校
・
専
修
学
校
・
大

学
に
入
学
す
る
こ
と
が
確
実
な
方
の
保
護

者
で
、
入
学
費
用
の
支
払
い
が
困
難
な
方

※
連
帯
保
証
人
要
１
人
（
住
所
・
所
得
要

件
な
ど
あ
り
）

の
検
討
に
あ
た
り
、
地
域
が
抱
え
る
課
題

や
意
見
、
満
足
度
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
よ
る
地
域
会
議

を
開
催
し
ま
す
。

●
潮
止
地
区

腹
９
月
２６
日
㈭　
①
午
後
１
時
３０
分
～
②

午
後
７
時
～

複
①
古
新
田
公
民
館
②
ゆ
ま
に
て
会
議
室

兼
研
修
室

●
八
幡
地
区

腹
９
月
２７
日
㈮　
午
後
７
時
～

複
八
幡
公
民
館
第
一
・
第
二
会
議
室

●
八
條
地
区

腹
１０
月
２
日
㈬　
①
午
後
２
時
３０
分
～
②

午
後
７
時
～

複
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
②
八
條
公

民
館
会
議
室
⑴

●
市
内
全
域

腹
１０
月
５
日
㈯　
午
前
１０
時
～

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室
１
・
２

―
共
通
―�

�

払
各
回
３０
人
（
申
込
順
）�

�

※
お
住
ま
い
の
地
区
に
関
わ
ら
ず
、
都
合

の
つ
く
会
議
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

�
仏
各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
、窓
口
ま
た

は
電
話
で
交
通
防
犯
課（
☎
焚
３
９
７
）へ

長
寿
祝
金
の
給
付

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
高

齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿
祝
金
を
給
付
し
ま

す
。

覆
９
月
１５
日
（
基
準
日
）
現
在
、
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
３１
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
２
年
３
月
３１
日
ま
で
に
、
満
８０

・
８８
・
１００
歳
に
達
す
る
方

※
対
象
と
な
る
方
に
は
、
９
月
１７
日
以
降

に
給
付
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
９

月
２７
日
ま
で
に
口
座
振
込
依
頼
書
を
返
送

貸
付
限
度
額　
高
校
・
専
修
学
校
＝
１５
万

円
以
内
、
大
学
＝
２５
万
円
以
内

受
付
期
間　
１
回
目
＝
９
月
２５
日
㈬
～
１０

月
１５
日
㈫

※
２
回
目
の
受
付
も
あ
り
ま
す
。

※
合
格
発
表
前
で
も
申
請
は
で
き
ま
す
。

返
済
方
法　
入
学
後
６
カ
月
据
え
置
き
、

修
学
期
間
終
了
ま
で
に
返
済

※
教
育
資
金
の
貸
し
付
け
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

物
教
育
総
務
課
☎
焚
３
６
１

全
国
家
計
構
造
調
査

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
１０
月
に
全
国
家

計
構
造
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
家
計
に
お
け
る
消
費
や
所
得
、
資
産

な
ど
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
調
査
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
社
会
保
障
や
福
祉
政
策

の
検
討
な
ど
、
国
民
生
活
に
身
近
な
さ
ま

ざ
ま
な
政
策
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
９
月

以
降
に
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
統
計
調
査
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

物
企
画
経
営
課
☎
焚
２
３
３

　人権の２１世紀といわれる中で、埼葛市町の地域における人権
問題に取り組むさまざまな団体が主体となり、行政とともに同
和問題をはじめとしたあらゆる人権問題の早期解決に向けて、
地域間の交流を通じて、地域住民の人権意識の高揚と正しい理
解を図ることを目的に開催されます。この事業は「人権尊重社
会をめざす県民運動」事業として実施するものです。
　今年も、埼葛１２市町の全児童・生徒が参加し、人権に思いを
寄せたメッセージを形にした「１０万人メッセージ」や「１０万羽
の折鶴」を会場内に展示します。平成２３年度から毎年作成して
いる「１０万羽の折鶴」は、今年度で９２４,５５７羽になります。
　皆さんのご来場をお待ちしています。

第２８回埼葛人権を考えるつどい
～出会い ふれあい 思いやり～

腹１０月１０日㈭　午前９時３０分～午後４時
　※歓迎行事・受付＝午前９時～
複幸手市民文化体育館アスカル幸手
淵〇歓迎行事／児童による和太鼓
　〇さくらホール／児童・生徒による鼓笛隊、マーチングバン
ド、合唱、幼稚園児による合唱、市民団体によるイングリッシ
ュハンドベル、音楽バンド、楽器演奏、女声コーラス、和太鼓
　〇特設ステージ／市民団体による津軽民謡、太極拳、自

じ

彊
きょう

術
じゅつ

、
生徒によるちんどんパフォーマンス
　〇展示／特別支援学校、埼葛１２市町の人権に関する展示など
　〇販売／福祉施設などの物品販売
沸無料
物人権・男女共同参画課☎焚８１１、社会教育課☎焚３６５


